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成果
高村　忠範

　「
味
」は
測

定
す
る
こ
と

が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。

味
覚
と
は
化

学
物
質
を
舌

の
味
蕾
で
受

け
取
っ
て
生
じ
る
感
覚
で
あ

る
。
視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
、

味
覚
、
嗅
覚
と
い
っ
た
5
つ

の
感
覚
の
中
で
も
主
観
が
強

い
も
の
と
思
わ
れ
る
▼
味
覚

セ
ン
サ
ー
が
1
9
8
9
年
に

日
本
で
作
ら
れ
た
。
脂
質
高

分
子
膜
（
脂
質
と
高
分
子
を

混
合
し
て
作
っ
た
膜
）
を
味

物
質
の
受
容
部
分
と
し
、
電

位
出
力
応
答
か
ら
味
を
数
値

化
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
基
本
的
味
の
数
値
化
の

み
で
、
人
間
が
感
じ
る
味
と

は
違
っ
た
も
の
に
な
る
で
あ

ろ
う
。「
味
」
と
は
、
口
腔
や

心
で
感
じ
言
葉
に
す
る
も
の

で
、
五
感
を
統
合
し
た
も
の

で
あ
る
と
思
う
▼
試
し
に
目

隠
し
を
し
た
り
、
鼻
を
つ
ま

ん
で
食
物
を
咀
嚼
す
る
と
、

味
わ
い
を
感
じ
る
力
が
明
ら

か
に
鈍
る
。
風
邪
を
ひ
い
た

時
に
味
が
わ
か
り
に
く
く
な

る
こ
と
は
誰
で
も
経
験
し
た

こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。甘
味
、

塩
味
、
苦
味
、
酸
味
に
続
く

五
番
目
の
「
旨
味
」
を
発
見

し
、
味
覚
セ
ン
サ
ー
を
発
明

し
た
の
は
日
本
人
で
あ
る
。

和
食
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

日
本
人
の
食
へ
の
心
、
繊
細

さ
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る

▼
口
腔
ケ
ア
に
よ
り
、
味
覚

だ
け
で
は
な
く
健
康
を
守
る

私
た
ち
歯
科
医
師
の
仕
事

を
、
大
変
誇
り
に
思
う
。（美

）
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　各都道府県の保険医協会・保各都道府県の保険医協会・保険険
医会でつくる連合体です。保険医会でつくる連合体です。保険医医
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民医療の向上を目的として、診民医療の向上を目的として、診療療
報酬改善、保険診療充実の運動報酬改善、保険診療充実の運動をを
医科・歯科一体で進めています医科・歯科一体で進めています。。

全国保険医団体連合全国保険医団体連合会会
（（保団保団連連））

　
全
国
で
地
域
医
療
を
支
え

て
お
ら
れ
る
医
師
・
歯
科
医

師
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
保
険
医
協
会
・
医
会
、
保

団
連
は
、
万
一
の
病
気
や
事

故
に
備
え
る
休
業
保
障
制
度

や
、
日
々
の
医
院
経
営
に
関

す
る
相
談
体
制
、
診
療
報
酬

や
税
務
等
に
関
す
る
充
実
し

た
テ
キ
ス
ト
な
ど
を
提
供

し
、
保
険
医
の
皆
さ
ま
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
医
療
を
取
り
巻
く
状

況
は
深
刻
で
す
。
2
0
1
8

年
の
診
療
報
酬
の
改
定
率

は
、「
別
枠
」
部
分
を
含
め
る

と
全
体
で
1
・
　
％
の
マ
イ

25

ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
地
域

医
療
の
経
営
を
守
り
、
医
療

の
質
を
担
保
す
る
に
は
ま
っ

た
く
不
十
分
な
改
定
率
で

す
。　
歳
以
上
の
窓
口

75

負
担
の
2
割
化
や
受
診

時
定
額
負
担
な
ど
、
患

者
さ
ん
を
医
療
機
関
か

ら
遠
ざ
け
る
負
担
増
の

議
論
も
進
ん
で
い
ま

す
。
保
団
連
は
、
こ
れ
ら
の

診
療
報
酬
の
不
合
理
改
善
や

負
担
増
を
止
め
る
こ
と
を
、

厚
労
省
に
求
め
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ス
改
定
や
患
者
負

担
増
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

政
府
に
よ
る
社
会
保
障
費
の

抑
制
路
線
で
す
。
近
年
、
社

会
保
障
費
の
自
然
増
分
は
年

間
5
0
0
0
億
円
に
押
さ
え

込
ま
れ
る
一
方
、
防
衛
費
は

過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
て

き
ま
し
た
。
安
倍
政
権
は
改

憲
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
と
平
和

主
義
を
掲
げ
る
現
行
憲
法
の

下
で
こ
そ
、
軍
拡
路
線
を
抑

制
し
て
十
分
な
財
源
を
確
保

し
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
保

障
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
保
団
連
は
人
々
の
命
と

健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科
医

師
の
立
場
か
ら
、
現
行
憲
法

を
守
り
、
生
か
す
こ
と
を
訴

え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
入
会
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

憾
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全
医
師
・
歯
科
医
師
P
R
号

　
本
号
は
、会
員
外
の
先
生
に
も
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

　
保
団
連
、協
会
・
医
会
の
取
り
組
み
の

ほ
か
、万
一
に
備
え
る
休
業
保
障
制
度
や

保
険
医
年
金
、日
常
診
療
に
役
立
つ
出
版

物
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す（
5
～
8
面
）。

が
営
利
目
的
で
活
用
す
る
の

は
許
さ
れ
な
い
と
し
た
。

　
さ
ら
に
、
医
療
関
係
者
が

構
成
員
に
入
っ
て
い
な
い
政

府
の
会
議
、
委
員
会
等
で

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
民
間
利
活

用
推
進
の
圧
力
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
厚
労
省
が
歯
止
め
と

な
る
よ
う
求
め
た
。

　
厚
労
省
は
「
現
場
の
声
を

丁
寧
に
聞
い
て
対
応
し
た

い
」
と
述
べ
、
現
在
行
わ
れ

て
い
る
議
論
の
内
容
等
を
説

明
し
た
。

　
保
団
連
は
引
き
続
き
審
査

支
払
機
関
改
革
に
つ
い
て
、

現
場
の
声
を
伝
え
議
論
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　
遺
伝
子
治
療
や
バ
イ
オ
新

薬
の
発
展
で
、
が
ん
治
療
は

近
年
目
覚
し
い
成
長
を
見
せ

て
い
る
。
一
方
で
懸
念
さ
れ

る
の
が
医
療
費
の
圧
迫
だ
。

一
昨
年
、
患
者
1
人
の
年
間

医
療
費
が
3
5
0
0
万
円
と

も
い
わ
れ
注
目
さ
れ
た
新
型

が
ん
治
療
薬
オ
プ
ジ
ー
ボ
は

記
憶
に
新
し
い
。

　「
高
薬
価
問
題
は
小
児
医

療
の
分
野
に
も
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す

の
は
、
小
児
が
ん
な
ど
の
治

療
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

た
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
の

　
政
府
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
審
査
の
拡
大
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
活
用

を
推
進
す
る
た
め
の
審
査
支
払
機
関
改
革
を
進
め
て
い
る
。
医
療
費
の
抑
制
な
ど
に
つ
な

げ
る
狙
い
が
あ
る
。
機
械
的
、
画
一
的
な
審
査
を
招
き
か
ね
ず
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
目

的
外
使
用
に
も
該
当
す
る
。
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
２
月
８
日
、
こ
の
問
題
で
厚
労

省
要
請
を
実
施
。
医
療
現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
て
計
画
の
中
止
を
訴
え
た
。

　
要
請
の
冒
頭
あ
い
さ
つ
で

住
江
憲
勇
会
長
は
、「
終
戦

後
、
国
民
の
医
療
改
善
要
求

の
高
ま
り
の
中
で
、
保
険
請

求
の
煩
雑
さ
、
複
雑
さ
、
そ

れ
に
伴
う
支
払
遅
延
を
改
善

す
る
た
め
に
支
払
基
金
が
設

立
さ
れ
た
。
医
療
保
険
制
度

を
公
的
責
任
で
運
営
し
て
い

く
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
機

関
で
あ
り
、
健
全
な
運
営
が

求
め
ら
れ
る
」と
強
調
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
チ
ェ
ッ

ク
9
割
め
ざ
す

　
政
府
が
昨
年
7
月
に
発
表

し
た
支
払
基
金
業
務
効
率

化
・
高
度
化
計
画
で
は
、
2

0
2
2
 年
度
ま
で
に
レ
セ

プ
ト
全
体
の
9
割
程
度
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
チ
ェ
ッ
ク
で

完
結
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す

と
と
も
に
、
審
査
基
準
等
の

統
一
化
を
通
じ
た
支
部
間
差

異
の
解
消
な
ど
を
進
め
る
と

し
て
い
る
。

　
要
請
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の
拡
大
が
画

一
的
な
審
査
を
招
き
か
ね

ず
、
患
者
の
病
状
や
特
性
に

基
づ
い
た
医
療
を
提
供
し
た

く
て
も
、
機
械
的
な
基
準
に

合
わ
な
け
れ
ば
減
点
さ
れ
る

と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
診

療
が
萎
縮
し
か
ね
な
い
と
訴

え
た
。
支
部
間
差
異
に
つ
い

て
は
、
診
療
報
酬
上
も
医
療

資
源
の
少
な
い
地
域
に
対
応

し
た
特
例
な
ど
が
設
定
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
気
候
等
の
自

然
環
境
や
地
理
的
条
件
に
よ

る
生
活
環
境
な
ど
で
も
患
者

の
疾
病
特
性
は
異
な
る
た

め
、
差
異
を
前
提
と
し
て
議

論
す
べ
き
と
指
摘
し
た
。

個
人
情
報
保
護
の
点

か
ら
も
問
題

　
審
査
支
払
機
関
改
革
で

は
、
健
康
・
医
療
・
介
護
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
連
結
し
、

一
つ
の
保
健
医
療
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ

の
集
積
や
管
理
、
保
険
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
分
析

な
ど
を
、
審
査
支
払
機
関
に

担
わ
せ
る
動
き
も
進
ん
で
い

る
。　
　
要
請
で
は
、
本
来
レ
セ
プ

ト
は
療
養
の
給
付
に
関
す
る

費
用
の
請
求
明
細
で
あ
り
、

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
保
険
請

求
業
務
以
外
に
利
用
す
る
こ

と
は
目
的
外
使
用
に
あ
た
る

上
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
も
問
題
が
あ
る
と
批

判
。
特
に
国
民
の
健
康
・
医

療
に
関
わ
る
情
報
を
、
企
業

審
査
の
画
一
化
招

審
査
の
画
一
化
招
くく

新
技
術
普
及
阻
む
の
は

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
　
小
島
勢
二
氏

  3  面  

小
島
勢
二
氏
（
写

真
）。難
治
性
の
小
児

が
ん
の
治
療
に
高
い

効
果
を
示
し
た
新
た

な
治
療
法
「
C
A
R

―
T
細
胞
療
法
」
が

昨
年
、
米
国
で
1
回

投
与
約
5
3
0
0
万
円
で
薬

事
承
認
さ
れ
た
。
同
じ
薬
は

日
本
で
も
近
く
薬
価
収
載
が

見
込
ま
れ
る
が
、
米
国
並
の

高
薬
価
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
高
値
付
け
が
続
け
ば
公
的

医
療
制
度
で
提
供
で
き
な
い

と
の
声
も
強
ま
り
か
ね
な

い
。「
全
て
の
子
ど
も
に
最
高

の
医
療
を
平
等
に
届
け
た

い
」
と
、
一
線
を
退
い
た
現

在
も
新
た
な
治
療
技
術
の
開

発
、
普
及
に
尽
力
す
る
小
島

氏
に
、
最
新
の
遺
伝
子
治
療

か
ら
日
本
の
高
薬
価
問
題
ま

で
、
縦
横
に
語
っ
て
も
ら
っ

た
。
聞
き
手
は
同
じ
く
小
児

科
医
で
保
団
連
新
聞
部
員
の

魚
住
君
枝
子
氏
。

審
査
支
払
機
関
改
革
で
厚
労
省
要
請
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新
た
に
選
出
さ
れ
た
5
人

の
理
事
を
迎
え
、
総
勢
　
人
53

の
新
理
事
会
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
再
選
さ
れ
た
住
江
会
長

の
第
一
声
は
「
医
療
経
営
を

守
り
、
国
民
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
統
一
と
団
結
を
呼

び
掛
け
た
い
」
で
あ
る
。

　
こ
の
間
応
募
が
6
万
4
0

0
0
通
を
超
え
た
ク
イ
ズ
ハ

ガ
キ
で
あ
る
が
、
特
に
ハ
ガ

キ
に
書
か
れ
た
国
民
の
「
ひ

と
言
」
を
今
後
ど
う
生
か
す

か
が
議
論
さ
れ
た
。
国
会
議

員
面
会
の
際
に
「
ひ
と
言
」

の
紹
介
は
効
果
が
あ
る
と
い

う
報
告
を
大
い
に
生
か
し
た

い
。
新
点
数
説
明
会
で
は
決

議
、
署
名
、
ひ
と
言
カ
ー
ド

等
が
訴
え
ら
れ
る
予
定
だ

が
、
こ
れ
も
医
療
担
当
者
の

声
と
し
て
国
会
活
動
で
活
用

で
き
る
。

　
新
点
数
評
価
で
は
、
総
枠

で
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
中
、
入

院
関
係
で
は
7
対
１
看
護
の

基
準
が
厳
し
く
な
り
、
患
者

の
新
た
な
選
別
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
高
い
。
外
来
で

は
目
く
ら
ま
し
的
な
オ
ン
ラ

イ
ン
（
遠
隔
）
診
療
の
点
数

導
入
で
、
こ
れ
に
乗
じ
た
I

T
業
界
の
シ
ス
テ
ム
売
り
込

み
が
本
格
化
し
、
I
T
ツ
ー

ル
に
通
じ
て
い
な
い
と
業
者

に
振
り
回
さ
れ
る
危
険
性
が

あ
る
。

　
熊
本
地
震
被
災
者
の
受
診

状
況
に
つ
い
て
熊
本
協
会
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
報
告

さ
れ
た
が
、
医
療
費
助
成
が

打
ち
切
ら
れ
た
昨
年
9
月
以

降
、
約
半
数
の
医
院
で
受
診

減
や
中
断
が
経
験
さ
れ
、
特

に
歯
科
で
は
医
科
の
1
・
6

倍
で
あ
る
。
一
方
震
災
7
年

目
の
宮
城
で
は
自
治
体
に
よ

る
災
害
復
興
住
宅
の
家
賃
低

減
（
減
免
）
の
動
き
が
進
む

が
、
こ
の
ま
ま
で
は
早
晩
被

災
者
の
支
援
対
策
が
打
ち
切

ら
れ
る
心
配
が
あ
る
。

　
ま
た
す
で
に
　
県
で
行
わ

20

れ
て
い
る
学
校
歯
科
ア
ン

ケ
ー
ト
を
全
国
に
広
げ
る
こ

と
や
、
看
護
職
員
不
足
に
対

す
る
保
団
連
提
言
を
承
認
し

公
表
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
　
最
後
に
、
通
常
兵
器
の
攻

撃
に
も
核
で
反
撃
す
る
と
い

う
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
核
態

勢
見
直
し
（
N
P
R
）
に
対

し
、
河
野
外
相
が
こ
れ
ま
で

の
持
論
を
翻
し
て
「
高
く
評

価
す
る
」
と
発
言
し
た
こ
と

に
つ
い
て
保
団
連
理
事
会
と

し
て
抗
議
の
意
思
表
明
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
理
事
　
聞
間
　
元
）

新
理
事
会
が
ス
タ
ー
ト

患
者
負
担
、診
療
報
酬
改
善
な
ど
議
論

第第
22
回回
保保
団
連
理

団
連
理
事事
会会

【2月11日】

保
険
医
療
機
関
か
ら
の
訪
問

診
療
の
算
定
不
可
は
、
円
滑

に
地
域
の
在
宅
医
療
を
進
め

る
上
で
大
き
な
障
害
と
指
摘

し
て
い
た
。
た
だ
し
、
厳
し

い
算
定
制
限
が
規
定
さ
れ
た

た
め
、
制
限
撤
廃
を
要
求
し

て
い
く
。

　
歯
科
医
療
機
関
か
ら
の
求

め
に
応
じ
て
診
療
情
報
を
提

供
し
た
場
合
の
診
療
情
報
共

有
料
が
新
設
さ
れ
た
。
患
者

の
「
紹
介
」
の
み
な
ら
ず
、

診
療
に
必
要
な
患
者
情
報
の

「
照
会
、
確
認
」
で
も
算
定

可
能
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と

の
要
望
が
一
部
実
現
し
た
。

　
こ
の
他
ヘ
パ
リ
ン
類
似
物

質
の
保
険
は
ず
し
、
電
話
再

診
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料

の
新
設
に
伴
う
評
価
引
き
下

げ
の
動
き
に
保
団
連
は
反
対

し
て
お
り
、
今
回
改
定
で
は

具
体
化
に
至
ら
な
か
っ
た
。

■
 医
 科

点
数
は
、
診
療
情
報
提
供
料

（
Ⅰ
）
と
は
異
な
り
、
別
の

保
険
医
療
機
関
へ
の
患
者
紹

介
は
と
も
な
わ
な
い
。

　
歯
科
の
麻
酔
薬
剤
及
び
特

定
薬
剤
の
算
定
方
法
に
つ
い

て
、
い
わ
ゆ
る
「
　
円
ル
ー

40

ル
」
が
見
直
さ
れ
、
一
般
的

な
薬
剤
等
の
算
定
方
法
に
是

正
さ
れ
た
。
改
定
後
の
算
定

方
法
は
、「
薬
価
が
　
円
を
超

15

え
る
場
合
は
、
薬
価
か
ら
　15

円
を
控
除
し
た
額
を
　
円
で

10

除
し
て
得
た
点
数
に
つ
き
1

点
未
満
の
端
数
を
切
り
上
げ

て
得
た
点
数
に
1
点
を
加
算

し
て
得
た
点
数
」
と
な
る
。

　「
周
術
期
専
門
的
口
腔
衛

生
処
置
　
点
」
に
つ
い
て
、

92

従
来
点
数
を
「
周
術
期
等
専

門
的
口
腔
衛
生
処
置
1
　
　92

点
」
と
し
、
新
し
く
「
周
術

期
等
専
門
的
口
腔
衛
生
処
置

2
　
1
0
0
点
」
が
新
設
さ

れ
た
。
新
設
点
数
は
、
周
術

期
の
口
腔
機
能
管
理
を
行
っ

て
い
る
患
者
（
が
ん
等
に
係

る
放
射
線
治
療
ま
た
は
化
学

療
法
を
実
施
す
る
患
者
に
限

る
）
に
対
し
て
、
歯
科
医
師

ま
た
は
歯
科
医
師
の
指
示
を

受
け
た
歯
科
衛
生
士
が
口
腔

粘
膜
に
対
す
る
処
置
を
行

い
、
口
腔
粘
膜
保
護
材
を
使

用
し
た
場
合
に
算
定
す
る
。

　
ま
た
、
歯
科
疾
患
在
宅
療

養
管
理
料
を
算
定
し
た
患
者

に
対
し
、
歯
科
医
師
ま
た
は

歯
科
医
師
の
指
示
を
受
け
た

歯
科
衛
生
士
が
専
門
的
口
腔

清
掃
処
置
を
行
っ
た
場
合
に

算
定
す
る
「
在
宅
等
療
養
患

者
専
門
的
口
腔
衛
生
処
置
 

1
2
0
点
」も
新
設
さ
れ
た
。

医
科
歯
科
連
携
の
評
価
新
設
な
ど

保
団
連
の
取
り
組
み
で
制
度
改
善

院
内
感
染
防
止
対
策
施
設
基
準
の
未
届
出

院
内
感
染
防
止
対
策
 施
設
基
準
の
未
届
出
でで

初
再
診
料
に
減
算
規
定

■
 歯
 科

　
今
次
改
定
で
は
、
院
内
感

染
防
止
対
策
の
評
価
と
し

て
、
基
本
診
療
料
等
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
。
初
再
診
料
で

は
と
も
に
3
点
の
引
き
上
げ

と
な
る
が
、
点
数
の
見
直
し

と
同
時
に
機
材
設
置
や
研
修

修
了
等
の
施
設
基
準
が
新
設

さ
れ
、
届
出
し
な
い
場
合
は

減
算
と
な
る
。

　
保
団
連
で
は
、
す
べ
て
の

歯
科
医
療
機
関
で
実
態
に
即

し
た
点
数
評
価
の
も
と
で
十

分
な
院
内
感
染
防
止
対
策
が

実
施
で
き
る
よ
う
基
本
診
療

料
等
の
引
き
上
げ
を
求
め
て

き
た
。
今
次
改
定
で
の
減
算

措
置
は
直
ち
に
改
め
る
よ
う

要
望
し
て
い
る
。

　
新
設
の
施
設
基
準
の
届
出

に
あ
た
っ
て
は
、
猶
予
期
間

が
設
定
さ
れ
る
た
め
注
意
が

必
要
だ
。
的
確
な
準
備
が
で

き
る
よ
う
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
各
地
の
保
険
医

協
会
・
保
険
医
会
で
実
施
さ

れ
る
新
点
数
説
明
会
に
参
加

い
た
だ
き
、
準
備
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。（
　
面
に
点

12

数
説
明
会
一
覧
）

　
4
月
施
行
の
診
療
報
酬

改
定
で
、
地
域
包
括
診
療

加
算
等
の
算
定
要
件
に
急

性
気
道
感
染
症
に
対
す
る

抗
菌
薬
の
使
用
適
正
化
が

加
え
ら
れ
る
問
題
で
、
保

団
連
は
2
月
　
日
、
算
定

27

要
件
化
を
や
め
る
よ
う
厚

労
省
に
緊
急
要
請
し
た
。

　
厚
労
省
結
核
感
染
症
課

は
昨
年
6
月
、「
抗
微
生
物

薬
適
正
使
用
の
手
引
き
」

を
公
表
し
、
抗
菌
薬
適
正

使
用
と
薬
剤
耐
性
対
策
と

し
て
い
た
。「
手
引
き
」
で

は
、
急
性
気
道
感
染
症
に

つ
い
て
、
感
冒
だ
け
で
な

く
、
急
性
咽
頭
炎
（
扁
桃

炎
を
含
む
）、急
性
気
管
支

炎
に
つ
い
て
も
、
特
別
な

場
合
を
除
き
「
抗
菌
薬
不

要
」
と
し
て
い
る
。

　
今
次
診
療
報
酬
改
定

で
、
地
域
包
括
診
療
加
算

等
の
算
定
要
件
に「『
手
引

き
』
に
則
し
た
療
養
上
必

要
な
説
明
及
び
治
療
を

行
っ
て
い
る
こ
と
」
を
追

加
す
る
と
し
て
い
る
。

　
保
団
連
は
要
請
で
、
長

崎
協
会
や
保
団
連
が
行
っ

た
抗
菌
薬
の
使
用
制
限
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
示
し
、「
手
引
き
」
の

存
在
が
周
知
さ
れ
て
お
ら

ず
、
内
容
の
妥
当
性
に
つ

い
て
も
意
見
が
分
か
れ
て

い
る
問
題
を
指
摘
。
薬
剤

耐
性
対
策
を
適
正
に
普
及

さ
せ
る
た
め
に
も
、
算
定

要
件
に
組
み
込
む
こ
と
は

適
切
で
な
い
と
し
て
、
医

師
の
裁
量
と
納
得
の
も
と

に
進
め
る
よ
う
求
め
た
。

　
歯
科
疾
患
管
理
料
の
加
算

と
し
て
、
主
に
口
腔
機
能
の

低
下
し
た
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
「
口
腔
機
能
管
理
加
算
 

1
0
0
点
」が
新
設
さ
れ
た
。

検
査
等
に
よ
り
患
者
の
口
腔

機
能
の
状
況
を
評
価
し
、管
理

計
画
を
立
て
継
続
管
理
す
る
。

　
全
身
的
な
管
理
が
必
要
な

患
者
の
歯
科
診
療
に
あ
た
っ

て
、
歯
科
か
ら
医
科
に
対
し

て
、
必
要
な
検
査
結
果
等
の

診
療
情
報
を
文
書
で
照
会
し

た
場
合
に
算
定
す
る
「
診
療

情
報
連
携
共
有
料
1
2
0

点
」
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
の

　
2
0
1
8
年
診
療
報
酬
改
定
は
、
全
体
が
1
・
　
%
の

19

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
が
、
本
体
は
0
・
　
%
の
プ
ラ
ス
と

55

な
っ
た
。
保
団
連
は
昨
年
か
ら
医
療
従
事
者
の
技
術
を
正

当
に
評
価
す
る
た
め
本
体
中
心
の
大
幅
引
き
上
げ
を
国
会

議
員
、
財
務
省
、
厚
労
省
な
ど
に
求
め
て
い
た
。
マ
イ
ナ

ス
改
定
圧
力
の
中
、
不
十
分
な
が
ら
も
本
体
プ
ラ
ス
に
つ

な
が
っ
た
。
保
団
連
で
は
こ
の
他
、
個
別
の
点
数
に
つ
い

て
改
善
を
求
め
て
き
た
。
今
次
改
定
で
実
現
し
た
改
善
点

の
一
部
を
紹
介
す
る
。

   医科の主な改善点  

猿静脈血採取料が5点
　引き上げ
猿創傷処「100cm2」　
　が7点引き上げ
猿訪問診療料が複数医
　療機関で算定可能に
猿歯科への診療情報提
　供料が新設
猿保険はずし、電話再
　診療引き下げ防ぐ

   歯科の主な改善点  

猿高齢者の口腔機能管
　理に加算
猿医療連携で診療情報
　の照会を評価
猿麻酔薬剤等の算定方
　法が改善
猿歯科衛生士の専門的
　口腔ケアを評価

【上】昨年11月には加藤勝信厚労大臣（中央）に診療
報酬の引き上げと患者負担軽減などを要請した。要
請書を手渡すのは住江憲勇会長（左から2人目）。
【下】マイナス改定を強く主張する財務省・主計局に
要請した宇佐美宏歯科代表（左から3人目）ら

行
の
規
定
で
、
外
来
管
理
加

算
よ
り
も
低
い
点
数
の
処
置

等
を
行
っ
た
場
合
、
そ
れ
ら

を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
よ
り

も
低
い
点
数
に
な
る
矛
盾
を

解
決
す
る
た
め
、
再
診
料
の

外
来
管
理
加
算
よ
り
低
い
処

置
点
数
を
な
く
す
よ
う
要
求

し
て
い
た
。

　
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
の

複
数
医
療
機
関
に
よ
る
算
定

が
可
能
に
な
っ
た
。
保
団
連

は
同
一
患
者
に
対
す
る
複
数

　
検
査
の
静
脈
血
採
取
料
が

5
点
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
注

射
の
手
技
料
も
含
め
た
こ
の

よ
う
な
汎
用
点
数
の
引
き
上

げ
は
以
前
か
ら
繰
り
返
し
要

求
し
て
い
た
。

　
創
傷
処
置
の
「
1
　
1
0

0
哀
」
が
7
点
引
き
上
げ
ら

れ
、
外
来
管
理
加
算
と
同
点

数
と
な
っ
た
。
保
団
連
は
現

診療報酬改定
現場の声反映

「

手
引
き
」要
件
化
の
問
題
指
摘

抗
菌
薬
適
正
化
で
緊
急
要
請



（第三種郵便物認可） 2018年3月5日第2745号（ ）3

　
が
ん
新
薬
競
争
が
過
熱
し
て
い
る
。
バ
イ
オ
新
薬
や
遺

伝
子
治
療
薬
は
5
0
0
0
万
円
か
ら
1
億
円
が
相
場
と
も

言
わ
れ
る
。
小
児
が
ん
や
難
病
の
治
療
・
研
究
に
取
り
組

む
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
の
小
島
勢
二
氏
（
愛
知
協
会
）

は
「
高
薬
価
問
題
は
小
児
医
療
の
分
野
に
も
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。子
ど
も
を
救
う
医
療
の
障
害
に
な
り
か
ね
な
い
」

と
指
摘
す
る
。
同
じ
く
小
児
科
医
で
保
団
連
新
聞
部
員
の

魚
住
君
枝
子
氏
（
愛
知
協
会
理
事
）
が
話
を
聞
い
た
。

魚
　
安
全
性
の
確
立
と
普
及

が
待
ち
望
ま
れ
ま
す
ね
。

小
　
そ
こ
で
懸
念
さ
れ
る
の

が
、
薬
価
の
問
題
で
す
。

　
昨
年
8
月
、
米
国
食
品
医

薬
品
局
は
ス
イ
ス
の
大
手
製

薬
企
業
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
社
が

提
供
す
る
C
A
R
―
T
細
胞

療
法
の
治
療
薬「
キ
ム
リ
ア
」

を
小
児
や
若
年
成
人
A
L
L

患
者
向
け
に
承
認
し
ま
し

た
。C
A
R
―
T
細
胞
療
法
で

世
界
初
の
薬
事
承
認
で
す
。

　
問
題
は
そ
の
価
格
で
す
。

キ
ム
リ
ア
1
回
投
与
の
価
格

は
約
5
3
0
0
万
円
に
設
定

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
も
治

験
を
終
了
し
、
薬
価
収
載
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
米

国
並
み
の
高
薬
価
と
な
る
こ

と
を
危
惧
し
ま
す
。

　
一
昨
年
、
患
者
ひ
と
り
の

年
間
医
療
費
が
3
5
0
0
万

円
と
も
い
わ
れ
た
オ
プ
ジ
ー

ボ
を
巡
っ
て
、
国
民
皆
保
険

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
キ
ム
リ

ア
が
も
し
日
本
で
も
5
0
0

0
万
円
の
よ
う
な
高
薬
価
と

な
れ
ば
、
波
紋
を
呼
ぶ
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
続
け
ば
、
せ
っ
か
く
新
し

い
治
療
法
が
開
発
さ
れ
て
も

公
的
医
療
制
度
の
中
で
は
提

供
で
き
な
い
と
い
う
声
が
強

ま
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
混
合
診
療
解
禁
や
民
間
医

療
保
険
加
入
が
必
須
の
よ
う

な
社
会
状
況
に
な
れ
ば
、
子

ど
も
の
6
人
に
1
人
が
貧
困

と
言
わ
れ
る
日
本
で
は
、
経

済
力
に
よ
る
命
の
選
別
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

魚
　
薬
価
算
定
の
基
準
は
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
言
わ
れ

て
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
団
連
で
は
公
正
・
透
明
な

薬
価
制
度
と
な
る
よ
う
国
に

求
め
て
き
ま
し
た
。

小
　
私
の
問
題
意
識
も
そ
こ

に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
独

自
に
開
発
し
た
方
法
で
C
A

R
―
T
細
胞
を
作
れ
ば
、
従

来
の
方
法
よ
り
も
簡
易
で
安

全
に
製
造
で
き
、
し
か
も
費

用
が
1
0
0
万
円
以
下
に
抑

え
ら
れ
ま
す
。
検
査
な
ど
の

諸
費
用
を
見
込
ん
で
も
2
0

0
万
円
以
下
で
提
供
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
差
は
い
っ
た
い
ど
こ

か
ら
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

魚
　
一
般
的
に
は
、
高
額
な

特
許
料
の
支
払
や
製
薬
企
業

が
次
の
新
薬
の
研
究
開
発
費

に
充
て
る
こ
と
が
高
薬
価
の

理
由
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
。

小
　
C
A
R
―
T
細
胞
療
法

は
大
学
病
院
な
ど
ア
カ
デ
ミ

ア
で
開
発
さ
れ
た
技
術
で

す
。　
年
の
時
点
で
、
世
界

16

で
　
の
臨
床
試
験
が
行
わ
れ

92
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の

　
（
　
%
）
は
ア
カ
デ
ミ
ア

80

87

の
も
の
で
す
。
製
薬
企
業
に

よ
る
治
験
は
わ
ず
か
　
件
12

（
　
%
）
で
す
。

13
　
遺
伝
子
治
療
薬
な
ど
の
先

進
分
野
で
は
製
薬
企
業
独
自

の
開
発
力
は
大
き
く
な
く
、

ア
カ
デ
ミ
ア
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
研
究
成
果
を
特
許
料

を
支
払
っ
て
買
い
取
っ
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。
キ
ム
リ

ア
も
技
術
は
ア
カ
デ
ミ
ア
で

開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
わ
が
国
で
は
出
口
戦
略
と

い
う
名
の
下
に
、
ア
カ
デ
ミ

ア
が
研
究
成
果
を
企
業
に
導

出
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
ま

す
が
、
公
的
な
研
究
費
や
地

域
社
会
の
寄
付
金
な
ど
を
用

い
て
、
自
施
設
で
技
術
開
発

し
て
自
分
の
患
者
に
用
い
れ

ば
、
特
許
料
の
支
払
も
営
業

利
益
を
確
保
す
る
必
要
も
な

く
、
圧
倒
的
に
安
価
に
医
療

の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
実
際
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
こ
の
よ
う
な
方
法
で
の
先

進
医
療
の
開
発
が
主
流
で

す
。　
わ
が
国
で
も
、こ
の
よ

う
な
道
も
探
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
高
薬
価
問
題
に
直
面
す
る

中
で
最
良
の
医
療
技
術
の
普

及
の
た
め
、ア
カ
デ
ミ
ア
か
ら

の
ひ
と
つ
の
処
方
箋
で
す
。

出
す
る
技
術
が
開
発

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
英
国
で
2
0
1
5

年
に
発
表
さ
れ
た
研

究
に
よ
る
と
、
治
療

開
始
後
3
カ
月
の
時

点
で
遺
伝
子
レ
ベ
ル

の
測
定
を
行
い
、
微

小
残
存
病
変
が
検
出

さ
れ
た
患
者
の
治
療

を
強
化
し
た
場
合
、

従
来
ど
お
り
に
治
療

し
た
患
者
群
と
比
較

し
て
、
約
　
%
治
療

10

成
績
が
向
上
し
た
と

い
う
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
英
国
は
、
1
9
9
5
年
の

時
点
で
は
小
児
A
L
L
の
5

年
生
存
率
は
日
本
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
　
%
弱
で
し

80

た
。
微
少
残
存
病
変
を
治
療

強
度
の
決
定
に
用
い
た
こ
と

に
よ
り
、
こ
の
　
年
で
他
の

15

欧
米
諸
国
に
追
い
つ
い
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
名
大
病
院
で
は
、
5
年
ほ

ど
前
に
、
次
世
代
シ
ー
ケ
ン

サ
ー
と
い
う
2
万
を
超
え
る

ヒ
ト
の
遺
伝
子
を
網
羅
的
に

解
析
で
き
る
新
た
な
機
器
を

導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
次
世

代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
を
用
い
て

骨
髄
細
胞
1
0
0
万
個
に
一

個
の
微
小
残
存
病
変
を
検
出

す
る
検
査
法
を
、
2
0
1
6

年
に
確
立
し
ま
し
た
。
従
来

か
ら
欧
米
で
行
わ
れ
て
い
る

検
査
よ
り
も
高
い
精
度
で

す
。
こ
れ
を
用
い
れ
ば
治
療

成
績
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

魚
　
一
部
の
報
道
で
注
目
を

集
め
て
い
る
「
C
A
R
―
T

（
カ
ー
テ
ィ
ー
）細
胞
療
法
」

（
図
）
の
開
発
も
名
大
病
院

で
行
っ
て
い
ま
す
ね
。

小
　
ぜ
ひ
お
話
し
し
た
か
っ

た
こ
と
の
一
つ
で
す
（
笑
）。

　
C
A
R
―
T
細
胞
療
法
は

難
治
性
が
ん
に
対
す
る
将
来

有
望
な
治
療
法
と
し
て
、
現

在
最
も
注
目
を
集
め
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
リ
ン
パ
球
中
に
は
、
が
ん

細
胞
や
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
細
胞
を
攻
撃
す
る
細
胞
性

免
疫
を
担
う
T
細
胞
が
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
が
ん
細
胞

は
そ
の
抗
原
を
隠
し
て
T
細

胞
に
認
識
さ
れ
に
く
く
し
た

り
し
て
攻
撃
か
ら
逃
れ
て
し

ま
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
C
A
R
（
キ
メ
ラ
抗
原
受

容
体
）
と
は
、
が
ん
抗
原
を

特
異
的
に
認
識
す
る
人
工
的

に
作
成
さ
れ
た
受
容
体
で

す
。
患
者
か
ら
採
血
し
て
得

た
T
細
胞
に
遺
伝
子
操
作
で

C
A
R
を
導
入
し
て
C
A
R

―
T
細
胞
を
作
る
と
、
T
細

胞
上
に
C
A
R
が
発
現
し

て
、
が
ん
抗
原
を
認
識
す
る

ア
ン
テ
ナ
の
役
割
を
し
て
く

れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
普
通
の

T
細
胞
が
認
識
で
き
な
か
っ

た
が
ん
細
胞
を
確
実
に
攻
撃

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
C
A
R
―
T
細
胞
を
治
療

に
用
い
た
最
初
の
報
告
は
、

米
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
小

児
病
院
が
　
年
に
発
表
し
た

13

論
文
で
す
。
化
学
療
法
が
効

か
な
い
難
治
性
A
L
L
患
児

に
著
効
を
示
し
た
と
い
う
も

の
で
す
。
そ
の
後
米
国
で
行

わ
れ
た
複
数
の
治
験
で
も
、

治
療
抵
抗
性
A
L
L
で
　
～
70

　
%
の
高
い
寛
解
率
が
報
告

90さ
れ
ま
し
た
。

　
名
大
小
児
科
で
は
信
州
大

学
小
児
科
と
協
力
し
て
独
自

の
方
法
で
C
A
R
―
T
細
胞

の
製
造
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
の
春
か
ら
、
臨
床
試
験
の

開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。製
薬
企
業
と
も
契
約
し
、

新
薬
と
し
て
の
薬
事
承
認
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
再
発
A
L
L
に
対
し
て
、

次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
に
よ

る
網
羅
的
遺
伝
子
検
査
や
C

A
R
―
T
細
胞
療
法
を
取
り

入
れ
た
新
た
な
治
療
プ
ロ
ト

コ
ー
ル
を
計
画
中
で
す
。

　
現
在
も
、
日
本
で
は
顕
微

鏡
で
残
っ
て
い
る
白
血
病
細

胞
を
探
す
の
が
基
本
で
す

が
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
、
1
0

0
個
の
骨
髄
細
胞
の
う
ち
1

個
の
白
血
病
細
胞
を
検
出
で

き
る
程
度
で
す
。と
こ
ろ
が
、

欧
米
で
は
す
で
に
　
年
ほ
ど

20

前
に
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
の
測

定
を
行
い
骨
髄
細
胞
1
万
個

に
一
つ
の
白
血
病
細
胞
を
検

%
で
す
。日
本
の
生
存
率
は
、

比
較
さ
れ
て
い
る
　
カ
国
中

22

　
位
で
す
。

20　
治
療
成
績
の
推
移
を
ま
と

め
た
デ
ー
タ
で
は
、
日
本
の

治
療
成
績
は
　
年
か
ら
の
　

95

15

年
間
ほ
と
ん
ど
伸
び
て
い
ま

せ
ん
。
欧
米
は
も
と
も
と
日

本
よ
り
高
か
っ
た
の
が
、
こ

の
期
間
に
　
%
ほ
ど
伸
び

10

て
、
軒
並
み
　
%
に
達
し
て

90

い
ま
す
。
日
本
で
年
間
約
5

0
0
人
が
小
児
A
L
L
を
発

症
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
欧

米
の
治
療
法
が
使
え
て
い
れ

ば
、　
年
間
で
7
5
0
人
の

15

子
ど
も
が
亡
く
な
ら
ず
に
す

ん
だ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
自
身
、　
年
間
小
児
科

40

医
を
し
て
き
て
、
救
え
な

か
っ
た
小
さ
な
命
を
た
く
さ

ん
見
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

お
子
さ
ん
を
亡
く
し
た
親
御

さ
ん
の
「
な
に
が
な
ん
で
も

自
分
の
子
ど
も
を
助
け
た

か
っ
た
」、そ
う
い
う
気
持
ち

に
触
れ
る
と
、
欧
米
で
　
%
90

魚
住
　
は
じ
め
に
、
小
児
が

ん
治
療
の
現
状
を
お
聞
き
し

て
も
い
い
で
し
ょ
う
か
。

小
島
　
日
本
で
は
年
間
2
0

0
0
～
2
5
0
0
人
の
子
ど

も
が
が
ん
を
発
症
し
ま
す
。

　
5
歳
以
上
の
子
ど
も
の
死

亡
原
因
の
第
一
位
が
が
ん

で
、
1
日
1
～
2
人
が
死
亡

し
て
い
ま
す
。
小
児
が
ん
は

大
人
に
比
べ
て
数
が
少
な
く

種
類
が
多
い
た
め
、
確
定
診

断
に
し
ば
し
ば
難
渋
し
、
治

療
開
始
が
遅
れ
て
し
ま
う
問

題
も
あ
り
ま
す
。

　
小
児
が
ん
の
中
で
は
急
性

リ
ン
パ
性
白
血
病（
A
L
L
）

の
頻
度
が
最
も
高
く
、
年
間

約
5
0
0
人
が
小
児
A
L
L

と
診
断
さ
れ
ま
す
。亡
く
な
る

お
子
さ
ん
も
最
も
多
い
で
す
。

　
一
方
で
は
、
小
児
A
L
L

は
過
去
半
世
紀
、
治
療
成
績

が
最
も
改
善
し
て
き
た
が
ん

で
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
の
小
児
A
L

L
の
5
年
生
存
率
は
約
　
%
80

で
す
。　
年
代
中
頃
か
ら
グ

90

ル
ー
プ
ス
タ
デ
ィ
と
い
う
形

で
全
国
の
治
療
・
研
究
施
設

が
連
携
す
る
こ
と
で
、
診
断

基
準
の
確
立
や
治
療
プ
ロ
ト

コ
ー
ル
（
手
順
書
）
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、　
%
と
い
う

80

成
績
は
先
進
国
の
中
で
は
決

し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
、
国
際
的
な
医
学
雑

誌
で
あ
る
「T
he
L
ancet

H
aem
atology

」
に
、
O

E
C
D
加
盟
諸
国
に
お
け
る

小
児
A
L
L
の
5
年
生
存
率

の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
公
開
さ
れ

ま
し
た
。
上
位
の
ド
イ
ツ
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
な

ど
医
療
先
進
国
は
お
よ
そ
　90

助
か
る
な
ら
、
わ
が
国
で
も

そ
の
レ
ベ
ル
に
近
づ
け
る
努

力
を
し
な
け
れ
ば
、
と
思
う

の
で
す
。

魚
　
名
大
病
院
は
小
児
が
ん

拠
点
病
院
と
し
て
研
究
点
・

総
合
点
と
も
に
全
国
 1
 位

の
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
治

療
法
の
改
善
に
向
け
て
力
を

入
れ
て
い
る
分
野
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
。

小
　
ひ
と
つ
は
、
抗
が
ん
剤

治
療
の
後
に
体
内
に
残
る
白

血
病
細
胞
、「
微
小
残
存
病

変
」
の
測
定
で
す
。
そ
の
有

無
に
よ
っ
て
A
L
L
治
療
の

肝
と
も
言
え
る
治
療
強
度
が

決
定
さ
れ
ま
す
。

技
術
開
発
、
治
療
を
自
施
設
で

新
た
な
治
療
法
―
網
羅
的
遺
伝
子
解
析
、

C
A
R
‐
T
細
胞
療
法
へ
の
注
目

こじま・せいじ　1999年に名古屋大学小
児科教授に就任、2016年3月に同大学を退
官。在任中、造血幹細胞移植の合併症の治療
法として骨髄間葉系幹細胞などを開発し
た。また、網羅的遺伝子解析でいくつかの疾
患において新規原因遺伝子を発見した。愛知
協会会員。

名古屋大学名誉教授・小島勢二氏

聞き手 保団連新聞部
魚住君枝子氏

最良の治療 普及阻む高薬価
アカデミアからの処方箋
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外
来
・
在
宅
診
療
に

適
用

　
医
師
法
等
は
「
無
診
察
に

よ
る
治
療
」
を
禁
止
し
て
い

る
。
厚
労
省
は
「
診
察
は
直

接
の
対
面
が
基
本
。
遠
隔
診

療
は
対
面
の
補
完
」、「
初
診
・

急
性
疾
患
は
原
則
対
面
」
と

す
る
一
方
、
近
年
は
、
遠
隔

診
療
の
対
象
患
者
な
ど
を

徐
々
に
緩
和
し
て
き
て
も
い

る
。
規
制
緩
和
を
背
景
に
、

都
市
部
を
中
心
に
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
が
多
忙
を
理
由
と
し
て

遠
隔
診
療
を
利
用
す
る
事
例

の
増
加
が
聞
か
れ
る
。
在
宅

で
は
、
診
療
所
5
4
4
、
病

院
　
施
設
、
延
べ
約
1
万
7

18

0
0
0
人
の
患
者
が
遠
隔
診

療
を
利
用
す
る
（
医
療
施
設

調
査
2
0
1
4
年
）。厚
労
省

は
、
遠
隔
診
療
の
さ
ら
な
る

普
及
・
推
進
に
向
け
て
、
医

療
上
の
安
全
性
・
必
要
性
・

有
効
性
の
担
保
が
必
要
と
し

て
、
Ｇ
Ｌ
に
よ
り
ル
ー
ル
整

備
を
図
る
構
え
だ
。

　
Ｇ
Ｌ
は
、
医
師
の
責
任
や

患
者
の
安
全
な
ど
基
本
理

念
・
倫
理
指
針
を
示
し
た
上

で
、
対
象
患
者
、
診
療
計
画
、

本
人
確
認
や
薬
剤
処
方
・
管

理
な
ど
「
適
用
基
準
」、
提
供

場
所
・
急
変
時
対
応
、
受
診

場
所
や
通
信
環
境
な
ど
「
提

供
体
制
」、
及
び
医
師
・
患
者

教
育
、
診
療
の
質
の
評
価
な

ど
を
各
論
に
盛
り
込
む
。

　
Ｇ
Ｌ
は
保
険
診
療
・
自
由

診
療
双
方
に
適
用
さ
れ
、
違

反
し
た
場
合
、
行
政
指
導
の

対
象
と
な
る
。
医
師
法
等
の

法
令
に
違
反
し
た
場
合
は
、

罰
則
対
象
と
も
な
る
。
医
師

が
外
来
・
在
宅
で
患
者
を
診

る
ケ
ー
ス
に
適
用
し
、
名
称

は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」
と

す
る
。

医
療
者
、
患
者
は
　

慎
重
姿
勢

　
初
診
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ

り
、
日
本
医
師
会
、
日
本
遠

隔
医
療
学
会
か
ら
「
初
診
は

原
則
対
面
と
す
べ
き
」、患
者

側
団
体
か
ら
「
対
面
に
比
べ

限
界
を
持
つ
こ
と
を
患
者
に

十
分
教
育
す
べ
き
」
な
ど
、

原
則
対
面
の
明
記
を
求
め
る

声
が
相
次
い
だ
。

　
他
方
、
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー

関
係
者
な
ど
か
ら
「
技
術
発

展
を
見
込
み
柔
軟
な
記
載

を
」「
自
費
等
に
一
定
の
余
地

を
残
す
べ
き
」
と
の
声
も
出

た
。
座
長
は
「
初
診
は
原
則

対
面
」
と
し
、「
へ
き
地
・
離

島
や
災
害
・
大
雪
な
ど
医
療

の
必
要
性
に
も
応
じ
て
記
載

を
工
夫
す
る
」と
ま
と
め
た
。

　
薬
剤
処
方
・
管
理
に
つ
い

て
、「
最
初
の
投
薬
は
薬
剤
師

に
よ
る
処
方
箋
チ
ェ
ッ
ク
が

必
要
」「
気
軽
に
処
方
が
で
き

る
た
め
、
過
量
処
方
を
受
け

転
売
な
ど
問
題
事
例
の
発
生

を
防
ぐ
べ
き
」
な
ど
慎
重
な

対
応
を
求
め
る
声
が
出
て
い

る
。「
治
験
、
統
合
診
療
、
生

薬
調
剤
、
個
人
輸
入
な
ど
保

険
外
診
療
の
場
合
、
特
に
注

意
す
べ
き
」
と
の
意
見
も
見

ら
れ
る
。

自
宅
・
職
場
外
の
受

診
は
規
制
か

　
受
診
場
所
に
つ
い
て
、
厚

労
省
は
、
医
療
法
に
定
め
る

「
居
宅
等
」
の
解
釈
上
、
一

定
限
定
さ
れ
る
と
し
た
上

で
、「
更
に
G
L
で
望
ま
し
く

な
い
場
所
を
示
す
か
ど
う

か
」
検
討
を
促
し
て
い
る
。

自
宅
・
職
場
、
公
民
館
、
宿

泊
施
設
・
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
や

移
動
車
内
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
が
考
え
ら
れ
、
Ｇ
Ｌ
の

論
点
整
理
を
行
っ
た
厚
労
省

研
究
班
は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
・
保
健
衛
生
上
の
観
点

か
ら
、
日
常
・
社
会
生
活
を

営
む
場
所
が
望
ま
し
い
」
と

の
意
見
を
示
し
て
い
る
。

　
遠
隔
診
療
は
、
対
面
診
療

の
積
み
重
ね
を
通
じ
た
医
師

と
患
者
の
信
頼
関
係
の
構
築

と
い
う
医
療
の
根
幹
に
関
わ

る
。
医
療
の
質
・
安
全
、
責

任
所
在
な
ど
十
分
な
議
論
が

求
め
ら
れ
る
。

遠隔診療ガイドライン
の項目概要

患者合意、対象患者、
診療計画、本人確認、
薬剤処方・管理、診察
方法（通信手段等）、
他の医師との連携

適
用
の
基
準

提供場所・急変時対
応、受診場所、通信環
境（情報漏えい対策
等）、プラットフォー
ム（端末）

提
供
体
制

医師・患者への教育
（IT、倫理など）、質
評価・フィードバッ
ク（カルテ記載、記
録保存等）、エビデン
ス蓄積

そ
の
他

　
厚
労
省
は
2
月
8
日
、
遠
隔
診
療
実
施
に
際
し
て
遵

守
を
求
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
G
L
）
策
定
に
向
け
て
、

第
1
回
の
有
識
者
検
討
会
を
開
催
し
た
。
4
月
よ
り
導

入
さ
れ
る
I
C
T
を
活
用
し
て
患
者
を
診
る
「
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
料
」
等
で
は
、
G
L
等
に
沿
っ
た
診
療
体
制

を
求
め
て
お
り
、
3
月
末
ま
で
に
G
L
を
策
定
す
る
。

初診は対面 変わらず

外
来
、在
宅
対
象
課
題
依
然
多

外
来
、在
宅
対
象
 課
題
依
然
多
くく

遠隔診療ガイドライン 3月策定へ

『『
月
刊
保
団
連

月
刊
保
団
連
』』3 3
月月
号号
 

脱
タ
バ
コ
社
会
へ

脱
タ
バ
コ
社
会
へ
のの

課
題
と
盲

課
題
と
盲
点点

禁
煙
推
進
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、近
年
は「

　
禁
煙
推
進
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、近
年
は「
新新

型
タ
バ
コ
」と
呼
ば
れ
る
加
熱
式
タ
バ
コ
や
電
子
タ

型
タ
バ
コ
」と
呼
ば
れ
る
加
熱
式
タ
バ
コ
や
電
子
タ
ババ

コ
が
登
場
す
る
な
ど
、従
来
の
紙
巻
き
タ
バ
コ
に
よ

コ
が
登
場
す
る
な
ど
、従
来
の
紙
巻
き
タ
バ
コ
に
よ
るる

健
康
被
害
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
が
り
も
見
ら
れ
る
。

健
康
被
害
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
が
り
も
見
ら
れ
る
。ここ

れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
や
新
た
な
問
題

れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
や
新
た
な
問
題
もも

含
め
て
、脱
タ
バ
コ
社
会
実
現
に
向
け
た
課
題
を
探
る

含
め
て
、脱
タ
バ
コ
社
会
実
現
に
向
け
た
課
題
を
探
る
。。

猿猿
禁
煙
外
来
に
お
け
る
患
者
の
サ
ポ
ー
ト

禁
煙
外
来
に
お
け
る
患
者
の
サ
ポ
ー
ト
　
山
代
山
代
　
寛寛

猿猿
タ
バ
コ
と
口
腔
の
健
康

タ
バ
コ
と
口
腔
の
健
康
　
　
　
　
　
 　
   山
田
洋
孝

山
田
洋
孝

猿猿
新
型
タ
バ
コ
に「
煙
害
」は
な
い
の
か

新
型
タ
バ
コ
に「
煙
害
」は
な
い
の
か
    堀
米
香
奈
子

堀
米
香
奈
子

猿猿
緑
タ
バ
コ
病
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち

緑
タ
バ
コ
病
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
       吉
富
裕
倫

吉
富
裕
倫

猿猿
精
神
科
病
棟
に
お
け
る
禁
煙
推
進

精
神
科
病
棟
に
お
け
る
禁
煙
推
進
にに

慎
重
な
配
慮
を
求
め
る

　
慎
重
な
配
慮
を
求
め
る
   　
　
　
　
　
　
 横
田

泉

横
田
　
泉

【【
論論
考考
】】熊
本
地
震
か
ら
学
ん
だ
安
心
・
安
全

熊
本
地
震
か
ら
学
ん
だ
安
心
・
安
全
なな

避
難
生
活
の
た
め
の
提
言

          避
難
生
活
の
た
め
の
提
言
          板
井
八
重
子

板
井
八
重
子

特特
集集

　
業
務
負
担
「
増
え
た
」
が

　
4
割
超

　
全
国
の
勤
務
医
が
加
盟
す

る
「
全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
」

は
こ
の
ほ
ど
、「
勤
務
医
労
働

実
態
調
査
2
0
1
7
」
の
最

終
報
告
を
発
表
し
た
。

　
調
査
は
保
団
連
も
協
力
し

て
昨
年
7
月
か
ら
9
月
に
か

け
て
実
施
。
1
8
0
3
人
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。
勤
務
医

の
業
務
負
担
に
つ
い
て
、
こ

の
2
年
間
で
「
増
え
た
」
と

回
答
し
た
の
が
　
・
8
％
に

43

上
り
、「
減
っ
た
」
と
の
回
答

（
　
・
2
％
）
を
大
き
く
上

16
回
っ
た
（
図
1
）。「
医
師
の

働
き
方
」
の
改
善
が
進
ん
で

い
な
い
状
況
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
て
い
る
。

　
調
査
結
果
を
ま
と
め
た

「
医
師
ユ
ニ
オ
ン
」
は
、
今

回
の
調
査
結
果
の
特
徴
と
し

て
、「
5
年
前
の
調
査
か
ら
ほ

と
ん
ど
改
善
が
見
ら
れ
な

い
」「
勤
務
医
に
対
す
る
適
切

な
労
務
管
理
が
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、長
時
間
労
働
が
ほ
と

ん
ど
解
決
し
て
い
な
い
」な

ど
と
指
摘
。調
査
結
果
を
、医

師
の
働
き
方
改
革
を
議
論
し

て
い
る
厚
労
省
の
検
討
会
の

議
論
に
反
映
さ
せ
る
考
え
だ
。

　
調
査
で
は
労
働
時
間
に
つ

い
て
、
1
カ
月
の
平
均
時
間

外
労
働
時
間
は
診
療
科
ご
と

に
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
救

急
、
産
婦
人
科
で
は
過
労
死

ラ
イ
ン
の
　
時
間
を
超
え

80

た
。
も
っ
と
も
、
当
直
・
日

直
に
関
し
て
、「
通
常
業
務
ほ

と
ん
ど
な
し
」
と
の
回
答
が

　
・
7
％
に
と
ど
ま
り
、
本

13来
、
時
間
外
労
働
時
間
に
入

れ
る
べ
き
当
直
・
日
直
の
時

間
を
含
め
れ
ば
時
間
外
労
働

時
間
は
さ
ら
に
長
く
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
タ

イ
ム
カ
ー
ド
等
で
客
観
的
な

労
働
時
間
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
と
回
答
し
た
の
は
　
・
27

5
％
に
と
ど
ま
り
、「
管
理
な

し
」
と
の
回
答
も
　
・
2
％

17

に
及
ん
だ（
図
2
）。
休
日
に

つ
い
て
、
月
の
休
み
が
1
日

も
取
れ
て
い
な
い
医
師
は

　
・
2
％
だ
っ
た
。

10

　
医
療
安
全
に
関
わ
る

　
医
師
の
働
き
方
は
、
医
療

の
安
全
性
に
も
関
連
し
て
い

る
。
調
査
で
は
、
当
直
明
け

の
勤
務
に
つ
い
て
、
約
8
割

の
医
師
が
「
集
中
力
・
判
断

力
の
低
下
」、
約
7
割
が
「
診

療
上
の
ミ
ス
の
増
加
」
を
指

摘
し
て
い
る
。
一
方
で
、
当

直
明
け
後
も
通
常
勤
務
を

行
っ
て
い
る
医
師
は
、　
・
78

7
％
に
上
っ
て
い
る
。

　
労
働
条
件
に
つ
い
て
「
改

善
し
て
ほ
し
い
こ
と
」
と
し

て
、「
完
全
休
日
を
増
や
す
」

の
回
答
が
　
％
で
1
位
（
複

50

数
回
答
）。「
改
善
に
有
効
な

方
法
」
と
し
て
は
、「
医
師
数

の
増
員
」（
　
・
7
％
）、「
無

63

駄
な
業
務
を
減
ら
す
」（
　
・
48

1
％
）、「
ク
ラ
ー
ク
な
ど
の

医
療
補
助
職
の
増
員
」（
　
・
47

5
％
）
と
の
回
答
が
上
位
を

占
め
た
。

　
現
在
、
政
府
で
検
討
が
進

ん
で
い
る
「
医
師
の
働
き
方

改
革
」
に
つ
い
て
も
意
見
を

聞
い
た
。「
働
き
方
改
革
」
で

医
師
の
労
働
環
境
が
「
改
善

す
る
」と
回
答
し
た
の
は
　
・
18

1
％
に
と
ど
ま
っ
た
。「
ほ
と

ん
ど
改
善
し
な
い
」
と
の
回

答
は
　
・
1
％
と
な
っ
て
い

58

る
。
改
善
さ
れ
な
い
理
由
と

し
て
は
、「
必
要
な
診
療
体
制

を
維
持
で
き
な
い
」
と
の
回

答
が
多
く
な
っ
て
い
る（
　
・
39

4
％
）。医
師
の
労
働
時
間
規

制
に
つ
い
て
は
　
・
6
％
が

51

「
賛
成
」と
回
答
し
て
い
る
。

　
診
療
報
酬
引
き
上
げ
は
　

　
不
可
欠

　「
医
師
の
働
き
方
改
革
」に

つ
い
て
は
、
昨
年
公
表
さ
れ

た「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」

に
基
づ
き
、
厚
労
省
の
有
識

者
検
討
会
が
2
0
1
9
年
3

月
末
ま
で
に
報
告
書
を
ま
と

め
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

2
月
　
日
に
は
「
中
間
的
な

27

論
点
整
理
」
と
「
医
師
の
労

働
時
間
短
縮
に
向
け
た
緊
急

的
な
取
組
」
を
公
表
し
た
。

医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
、
タ
ス
ク

シ
フ
ト
、
民
間
病
院
等
へ
の

経
営
努
力
を
求
め
る
対
策
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
必

要
医
師
数
の
確
保
な
ど
抜
本

改
革
に
切
り
込
め
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。

　
医
師
の
過
重
労
働
の
解
消

は
、
勤
務
医
の
生
命
・
健
康

を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

患
者
の
受
け
る
医
療
の
質
と

安
全
の
確
保
、
地
域
医
療
の

充
実
に
と
っ
て
も
緊
急
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
も
低
医
療
費
政
策
を
転

換
し
、
入
院
基
本
料
を
中
心

と
し
た
診
療
報
酬
の
底
上
げ

を
通
じ
て
医
師
数
を
確
保
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

第1回情報通信機器を用いた診
療に関するガイドライン作成
検討会（2018年2月8日）資料よ
り作成

ど
う
な
る
 医
師
の
働
き
方

労
働
時
間
管
理
、医
師
数
増
が
カ
ギ
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代
の
A
さ
ん
は
同
居
し

60
て
い
た
両
親
を
　
代
で
亡
く

40

す
と
、　
年
近
く
一
人
で
生

20

活
し
て
き
た
。
職
業
は
、
夜

の
飲
食
店
で
の
接
客
対
応
。

収
入
は
不
安
定
で
生
活
は
ギ

リ
ギ
リ
だ
っ
た
よ
う
だ
。
友

人
と
呼
べ
る
よ
う
な
人
も
な

く
、
近
所
付
き
合
い
も
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
浸
出
液

を
抑
え
な
が
ら
仕
事

　
当
院
に
受
診
す
る
1
年
半

ほ
ど
前
か
ら
A
さ
ん
は
、
乳

房
に
さ
わ
っ
て
確
認
で
き
る

く
ら
い
の
く
ぼ
み
が
あ
る
こ

と
に
気
付
い
た
が
、
そ
の
ま

ま
経
過
を
見
て
い
た
よ
う

だ
。
さ
ら
に
1
年
ほ
ど
経
つ

　
病
を
抱
え
な
が
ら
お
金
が
な
く
て
診
療
所
に
行
け

な
い
人
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
を
抱
え
て
い
る
の
か
。

経
済
的
理
由
に
よ
る
手
遅
れ
死
亡
事
例
を
調
査
し
て

い
る
民
医
連
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
、
実
態

を
報
告
し
て
も
ら
う
（
最
終
回
）。

と
乳
房
が
化
膿
及
び
出
血
す

る
状
態
ま
で
悪
化
し
た
が
、

無
保
険
だ
っ
た
A
さ
ん
は
医

療
費
の
心
配
か
ら
病
院
受
診

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
薬
局

で
購
入
し
た
消
毒
液
で
創
部

を
消
毒
し
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で

浸
出
液
を
抑
え
仕
事
に
通
っ

て
い
た
そ
う
だ
。

　
し
か
し
徐
々
に
状
態
が
悪

く
な
っ
て
仕
事
に
行
け
な
く

な
り
、
最
終
的
に
は
ア
パ
ー

ト
か
ら
一
人
で
は
外
出
で
き

な
く
な
っ
た
。
異
変
に
気
付

い
た
ア
パ
ー
ト
の
住
人
が
、

動
け
な
く
な
っ
た
A
さ
ん
に

病
院
受
診
を
促
す
も
拒
否
さ

れ
、
住
民
か
ら
相
談
を
受
け

た
市
役
所
の
保
健
師
が
病
院

受
診
を
促
し
て
も
、
経
済
的

負
担
を
理
由
に
受
診
の
拒
否

は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
無
料
低
額
診
療
を
開
始
し

て
い
た
当
院
に
、
保
健
師
か

ら
無
保
険
で
の
受
診
相
談
が

あ
っ
た
。
A
さ
ん
に
医
療
費

の
心
配
は
な
く
受
診
で
き
る

と
伝
え
る
と
、
安
心
し
た
表

情
で
受
診
を
承
諾
し
た
そ
う

だ
。入

院
後
1
カ
月
で
　

永
眠

　
当
初
私
は
、
保
健
師
の
報

告
か
ら
脱
水
症
程
度
な
の
か

と
考
え
な
が
ら
A
さ
ん
と
保

健
師
を
待
っ
て
い
た
。
し
か

し
来
院
さ
れ
た
A
さ
ん
と
深

刻
な
表
情
を
さ
れ
た
保
健
師

か
ら
、
壮
絶
な
経
過
を
知
る

こ
と
に
な
っ
た
。
A
さ
ん
は

病
状
を
ひ
た
隠
に
し
て
い
た

が
、
病
院
に
向
か
う
途
中
、

保
健
師
に
こ
れ
ま
で
の
経
過

を
話
し
て
く
れ
た
の
だ
っ

た
。
受
診
し
た
時
に
は
、
A

さ
ん
の
乳
房
の
一
部
は
壊
死

し
て
お
り
乳
が
ん
の
末
期
状

態
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後

総
合
病
院
へ
紹
介
し
た
が
、

入
院
後
1
か
月
で
永
眠
さ
れ

た
。
　
人
に
よ
っ
て
は
ど
う
し
て

こ
ん
な
状
況
に
な
る
ま
で
受

診
し
な
い
の
か
、
と
思
う
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
経
済

的
な
理
由
で
追
い
込
ま
れ
、

が
ん
の
末
期
状
態
に
な
っ
て

も
受
診
で
き
な
い
人
た
ち
が

存
在
す
る
の
が
、
今
の
日
本

の
現
実
で
あ
る
。

乳
が
ん
末
期
状
態
ま
で
受
診
せ
ず

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
応

募
者
に
「
財
務
省
は
、
2
0

1
9
年
以
降
　
歳
以
上
の
窓

75

口
負
担
を
現
在
と
比
べ
て
何

倍
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
？
」、「
歯
周
病
と
心
臓
疾

患
、
脳
血
管
疾
患
は
関
係
す

る
？
」
な
ど
の
ク
イ
ズ
に
選

択
式
で
答
え
て
も
ら
う
。
待

合
室
に
ハ
ガ
キ
を
置
く
だ
け

の
気
軽
な
取
り
組
み
で
、「
待

合
室
が
楽
し
く
な
る
」
と
評

　
冒
頭
に
保
団
連
の
住
江
憲

勇
会
長
は
「
内
部
留
保
が
積

み
上
げ
ら
れ
る
一
方
で
労
働

分
配
率
は
下
が
り
、
所
得
再

分
配
機
能
と
し
て
の
社
会
保

障
も
削
ら
れ
て
い
る
。
患
者

さ
ん
の
受
診
抑
制
に
直
面
す

る
こ
と
も
多
い
。
地
域
で
暮

ら
す
人
々
の
生
活
が
き
ち
ん

と
成
り
立
つ
よ
う
な
政
府
・

経
済
運
営
の
実
現

が
求
め
ら
れ
る
」

と
述
べ
た
。

　
武
村
義
人
副
会

長
は
、
診
療
報
酬

引
き
上
げ
を
求
め

て
昨
年
行
っ
た
加

藤
勝
信
厚
生
労
働

大
臣
、
岡
本
薫
明

　
保
団
連
は
2
月
　
日
、「
診
療
報
酬
改
善
・『
ス
ト
ッ
プ
外

15

患
者
負
担
増
』
を
す
す
め
る
保
団
連
集
会
」
を
開
催
。
こ

れ
ま
で
の
診
療
報
酬
改
善
や
患
者
負
担
増
を
止
め
る
た

め
の
取
り
組
み
の
経
験
を
交
流
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
世

論
を
広
げ
て
い
く
か
な
ど
を
意
見
交
換
し
た
。

財
務
省
主
計
局
長
と
の
懇

談
・
要
請
を
紹
介
し
「
現
場

の
実
態
に
基
づ
く
要
求
を
伝

え
る
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

の
積
み
重
ね
が
、
非
常
に
重

要
だ
」と
強
調
し
た
。
ま
た
、

「
患
者
負
担
増
の
動
き
を
、

マ
ス
コ
ミ
は
あ
ま
り
報
道
し

な
い
。
私
た
ち
が
国
民
に
知

ら
せ
、
世
論
を
喚
起
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し

た
。要

請
や
署
名
の
取
り

組
み
す
す
め
る

　
鵜
飼
伸
理
事
は
、
自
身
が

所
属
す
る
三
重
協
会
で
、「
ク

イ
ズ
で
考
え
る
私
た
ち
の
医

療
」の
応
募
数
が
昨
年
の
1
・

3
倍
と
な
り
、
応
募
ハ
ガ
キ

の
約
半
数
に
社
会
保
障
の
充

実
を
求
め
る
声
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
た
と
紹
介
。
さ
ら

な
る
普
及
を
目
指
し
た
い
と

語
っ
た
。

　
長
野
協
会
常
任
理
事
の
林

春
二
氏
は
、「
楽
し
い
取
り
組

み
、楽
し
い
会
で
な
け
れ
ば
、

継
続
し
な
い
。
若
者
を
巻
き

込
む
運
動
を
提
案
し
て
ほ
し

い
」
と
要
望
し
た
。　

　
保
団
連
は
今
後
、
診
療
報

酬
の
不
合
理
是
正
や
、
2
0

1
8
年
度
に
議
論
さ
れ
る
　75

歳
以
上
の
窓
口
負
担
2
割
化

な
ど
患
者
負
担
増
の
阻
止
を

求
め
て
、
厚
労
省
や
国
会
議

員
へ
の
要
請
や
、
署
名
の
取

り
組
み
な
ど
を
進
め
て
い

く
。

集会で発言する武村副会長

現場の訴え積み重ねを
 診療報酬の改善 負担増ストップ 

クイズで考クイズで考ええるる
私私たちの医たちの医療療

一
等
当
選
者
か
ら

喜
び
の
声

　
保
団
連
は
、
待
合
室
か
ら
医
療
を
守
る
世
論
を
広
げ
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
私
た
ち
の
医

療
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
医
療
に
関
す
る
簡
単
な
ク
イ

ズ
に
答
え
て
ハ
ガ
キ
を
送
る
と
、
抽
選
で
景
品
が
当
た
る

と
い
う
も
の
。
当
選
者
か
ら
は
喜
び
の
声
が
届
い
た
。

判
だ
。
こ
れ
ま
で
に
5
回
取

り
組
ま
れ
、
今
年
は
全
国
か

ら
過
去
最
高
の
6
万
4
1
2

3
通
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
1
等
の
景
品
は
「
床
拭
き

ロ
ボ
ッ
ト
」。1
月
末
の
保
団

連
第
　
回
定
期
大
会
で
抽
選

48

会
が
行
わ
れ
、
5
人
が
当
選

し
た
。

　
一
等
当
選
者
の
一
人
、
桑

原
美
枝
子
さ
ん
に
は
、
通
院

す
る
前
橋
市
の
小
山
歯
科
医

院
で
、
賞
品
が
贈
ら
れ
た
。

　「
今
年
は
い
い
年
に
な
り

ま
す
ね
」。診
療
所
の
ス
タ
ッ

フ
の
祝
福
を
受
け
な
が
ら
、

賞
品
の「
床
拭
き
ロ
ボ
ッ
ト
」

が
手
渡
さ
れ
る
と
、
桑
原
さ

ん
か
ら
は
、「
6
万
枚
以
上
の

応
募
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

び
っ
く
り
。
ま
さ
か
1
等
が

当
た
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
、と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」

と
、喜
び
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
桑
原
さ
ん
は
、
4
年
前
か

ら
小
山
歯
科
医
院
に
通
院

し
、
定
期
的
に
メ
イ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
続
け
て
い
る
。「
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ク
イ

ズ
の
問
題
に
あ
っ
た
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
な

メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
、
口
か

ら
の
健
康
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
、
院
長
の
小
山

敦
氏
も
言
葉
を
か
け
た
。

応
募
ハ
ガ
キ
に
負
担

増
へ
の
不
安

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
協
会
・

医
会
、
保
団
連
に
寄
せ
ら
れ

た
ハ
ガ
キ
に
は
、「
年
金
は
減

額
さ
れ
、
医
療
費
も
負
担
増

と
は
ひ
ど
い
」
な
ど
、
負
担

増
へ
の
不
安
や
社
会
保
障
の

充
実
を
求
め
る
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
こ

れ
ら
の
声
を
政
府
に
届
け
る

取
り
組
み
を
進
め
る
。

一等に当選した桑原さん（前列左）と通院
している歯科医院の小山院長（前列右）

受
診
抑
制
な
く
す
　

　
保
団
連
が
参
加
す
る
「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」
全

国
連
絡
会
は
、
昨
年
3
月
か

ら
7
月
に
署
名
に
取
り
組

み
、　
万
4
0
2
0
筆
を
与

31

野
党
の
国
会
議
員
　
人
に
提

60

　
保
団
連
は
歯
科
医
療
の
改
善
に
向
け
て
、
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
署
名
や
、
歯
科
技
工
問
題
の

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

歯科の保険範囲拡大など要請

署名31万筆を提出

出
し
た
。
署
名
の
要
請
項
目

は
、
▽
窓
口
負
担
の
軽
減
▽

歯
科
医
療
の
保
険
の
適
用
範

囲
の
拡
大
▽
歯
科
医
療
費
の

総
枠
拡
大
―
の
3
点
。

　
1
月
　
日
の
署
名
提
出
集

25

会
で
連
絡
会
会
長
の
雨
松
真

希
人
氏
は
、「
高
い
国
保
料
に

加
え
て
、
歯
科
医
院
で
は
窓

口
負
担
が
課
さ
れ
、
し
か
も

保
険
の
き
か
な
い
治
療
が
多

い
の
は
納
得
で
き
な
い
」
と

述
べ
、
受
診
抑
制
を
な
く
す

た
め
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ

よ
う
と
呼
び
掛
け
た
。
保
団

連
歯
科
代
表
の
宇
佐
美
宏
氏

は
、
現
在
7
都
府
県
で
設
立

さ
れ
て
い
る
連
絡
会
に
加

え
、
今
年
は
京
都
府
と
三
重

県
で
連
絡
会
の
設
立
が
予
定

さ
れ
て
い
る
と
報
告
し
た
。

歯
科
技
工
問
題
の
取

り
組
み
も

　
集
会
で
は
歯
科
技
工
士
の

西
川
勝
美
氏
が
、
技
工
士
の

異
常
な
長
時
間
労
働
と
低
賃

金
、
資
格
取
得
者
の
7
～
8

割
と
い
う
離
職
率
の
高
さ
な

ど
、
過
酷
な
労
働
実
態
を
訴

え
た
。

　
保
団
連
は
歯
科
技
工
を
守

る
た
め
、
技
工
所
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
技
工
士
と
の

意
見
交
換
な
ど
を
進
め
、
厚

労
省
や
国
会
議
員
へ
の
要
請

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

さ
ら
に
歯
科
技
工
士
の
実
態

な
ど
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
『
日
本
の
歯
科
技
工

を
守
ろ
う
』
を
作
成
し
、
普

及
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

保険で良い歯科医療の実現を求める署名
を国会議員に手渡す保団連の役員ら（1月
25日、国会内）
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大
川
史
織
さ
ん
、　
歳
。

29

東
京
都
立
国
際
高
校
出
身
、

第
9
代
高
校
生
平
和
大
使
を

務
め
た
。

　
　
歳
で
国
外
に
も
被
曝
し

17
た
住
民
が
い
る
こ
と
を
知

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
バ
ク

シ
ャ
と
い
う
視
点
で
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
に
関
心
を
抱
い

た
。　
歳
の
春
、
マ
ー
シ
ャ

18

ル
諸
島
で
開
催
さ
れ
た
ビ
キ

ニ
デ
ー
（
ビ
キ
ニ
環
礁
で
ブ

ラ
ボ
ー
核
実
験
が
行
わ
れ
た

記
念
日
）
に
参
加
し
た
。

　
大
学
に
進
学
し
た
後
は

「
な
ぜ
日
本
人
は
こ
の
国
の

こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の

か
、
忘
れ
た
こ
と
す
ら
忘
れ

て
い
る
の
か
」
と
の
思
い
を

強
く
し
た
。
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
も
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

に
し
よ
う
と
文
献
を
探
し
た

が
、
予
想
以
上
に
文
献
が
少

な
い
こ
と
が
わ
か
り
「
こ
れ

は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
住
む
し
か

な
い
」と
移
住
を
決
断
し
た
。

　
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
戦
前

か
ら
日
本
に
統
治
さ
れ
て
お

り
、
日
本
か
ら
の
移
民
も
多

か
っ
た
。「
エ
ン
マ
ン
」（
円

満
）、「
ア
ミ
モ
ノ
」（
編
み
物
）

な
ど
、
日
本
語
が
そ
の
ま
ま

現
地
語
に
な
っ
た
も
の
も
あ

る
。
　
社
会
人
と
な
っ
た
大
川
さ

ん
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
首

都
マ
ジ
ュ
ロ
に
3
年
間
移
住

し
た
。
日
本
人
と
分
か
る
と

「
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ

い
」
と
き
れ
い
な
日
本
語
で

あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
た
。
た

だ
、「
戦
争
が
日
本
人
を
変
え

て
し
ま
っ
た
。
た
し
か
に
戦

争
時
代
は
辛
か
っ
た
け
れ

ど
、
前
は
良
い
時
代
を
過
ご

し
た
よ
」
と
い
う
人
が
多

か
っ
た
と
い
う
。

　
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
は
今

な
お
第
二
次
世
界
大
戦
当
時

の
兵
器
や
建
物
が
身
近
に
残

さ
れ
て
い
る
。
大
川
さ
ん
の

関
心
は
、
戦
争
を
通
じ
た

マ
ー
シ
ャ
ル
と
日
本
の
関
係

に
向
か
っ
た
。そ
し
て
、マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
で
餓
死
し
た
日

本
兵
が
残
し
た
一
冊
の
日
記

と
巡
り
合
う
。
死
の
直
前
ま

で
書
か
れ
た
日
記
で
あ
る
。

　
大
川
さ
ん
は
亡
く
な
っ
た

日
本
兵
の
息
子
さ
ん
の
慰
霊

の
旅
に
同
行
し
た
。
こ
の
た

び
、
そ
の
模
様
を
中
心
に

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を
描
い
た

長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
が
完
成
し
た
。
映
画
の
タ

イ
ト
ル
は
「
タ
リ
ナ
イ
」（
戦

争
）。
　
上
映
の
日
が
待
ち
遠
し

い
。

（
理
事
　
本
田
孝
也
）

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
と
日
本

們
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画「
タ
リ
ナ
イ
」

　
昨
年
7
月
　
日
か
ら
　
日

14

16

に
開
催
さ
れ
た
「
新
・
味
わ

い
と
文
化
　
え
え
所（
と
こ
）

じ
ょ
外
徳
島
・
香
川
～
東
四

国
の
文
化
と
自
然
満
喫
の

旅
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
1
日
目
（
オ
プ
シ
ョ
ン
企

画
）
は
、
お
昼
に
「
イ
サ
ム
・

ノ
グ
チ
庭
園
美
術
館
」
に
集

ま
り
、「
う
ど
ん
本
陣
　
山
田

家
本
店
」
で
讃
岐
う
ど
ん
を

き
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
鳴
門
の
観
潮

船
、
人
形
浄
瑠
璃
、
大
塚
美

術
館
の
見
学
の
後
、
夜
は
和

食
を
堪
能
し
、
ま
た
ま
た
2

次
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

度
は
、
み
ん
な
で
カ
ラ
オ
ケ

に
行
き
ま
し
た
。

　
3
日
目
は
早
朝
か
ら
祖
谷

の
か
ず
ら
橋
と
大
歩
危
小
歩

危
（
お
お
ぼ
け
こ
ぼ
け
）
を

観
光
後
、昼
食
を
い
た
だ
き
、

阿
波
池
田
か

ら
岐
路
に
つ

き
ま
し
た
。

　
3
日
間
、

北
は
北
海
道

か
ら
南
は
九

州
ま
で
全
国

の
先
生
方
や

奥
様
方
と
情

報
交
換
が
で

き
、
素
晴
ら

し
い
経
験
に

し
た
た
め
、
四
国
霊
場
　
札
88

所
大
窪
寺
を
参
拝
し
ま
し

た
。
夕
食
に
お
い
し
い
中
華

料
理
を
存
分
に
楽
し
ん
だ

後
、
2
次
会
も
開
催
外
参
加

者
み
ん
な
で
居
酒
屋
に
集

ま
っ
て
、
と
て
も
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

「
新
・
味
わ
い
と
文
化
の
旅
」

に
ご
参
加
を

第53回

昨年の「新・味わいと文化の旅」で訪
れた鳴門の渦潮

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
旅
は「
き
ま
っ
し
外

北
陸
～
輪
島
温
泉
と
金
沢
の

旅
」
と
し
て
、
7
月
　
、　
15

16

日
に
金
沢
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
企
画
は
、

　
日
に
「
富
山
の
食
文
化
　

14薬
膳
料
理
と
ド
ラ
え
も
ん
ふ

る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
旅
」

と
題
し
、
富
山
で
薬
製
造
体

験
、
薬
膳
料
理
な
ど
を
楽
し

む
予
定
で
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
外
ま
た
、
参
加
し
た
い

と
思
え
る
旅
で
す
。

（
香
川
協
会
　
山
下
和
彦
）

燕
燕

「
新
・
味
わ
い
と
文
化
の
旅

　
2
0
1
8
」
は
、
月
刊
保

団
連
2
月
号
に
詳
細
を
掲

載
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保

団
連
文
化
部
（
0
3
倆
3
3

7
5
倆
5
1
2
1
）
ま
で
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康

被
害
は
、
中
皮
腫
死
亡
者
だ

け
で
も
既
に
2
万
人
を
超
え

て
い
る
が
、
そ
の
2
倍
の
発

生
が
推
定
さ
れ
て
い
る
肺
ガ

ン
は
集
計
す
ら
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
度
、
兵
庫
県
に
お

け
る
「
石
綿
曝
露
者
の
健
康

管
理
に
係
る
試
行
調
査
」
に

つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
ず
検

査
の
流
れ
で
あ
る
が
、
集
団

検
診
の
肺
ガ
ン
検
診
で
胸
部

X
線
検
査
を
受
け
る
。
そ
の

結
果
を
問
わ
ず
希
望
す
れ
ば

低
線
量
C
T
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
環
境
省
で
は
2
0
0
6
年

か
ら
　
年
に
か
け
て
石
綿
関
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連
疾
患
の
健
康
リ
ス
ク
に
関

す
る
調
査
を
実
施
し
、
こ
れ

に
続
く
「
試
行
調
査
」
で
は
、

既
存
検
診
の
肺
ガ
ン
検
診
と

の
連
携
や
対
象
者
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
調
査
中
だ
。
実

施
要
項
に
よ
れ
ば
、
胸
部
X

線
検
査
や
有
所
見
者
の
経
過

観
察
の
た
め
に
肺
ガ
ン
検
診

を
利
用
す
る
と
し
て
い
る

が
、
こ
こ
で
の
「
肺
ガ
ン
検

診
」
と
は
全
て
集
団
検
診
を

指
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ス

ベ
ス
ト
健
康
被
害
者
は
ハ
イ

リ
ス
ク
集
団
で
あ
り
、
不
特

定
多
数
の
集
団
を
対
象
と
す

る
集
団
検
診
と
は
混
同
し
て

は
な
ら
な
い
。
疫
学
に
お
い

て
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
。

本
来
、
中
皮
腫
は
長
い
潜
伏

期
が
特
徴
で
長
期
間
の
経
過

観
察
を
必
要
と
し
、
集
団
検

診
に
は
適
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
調
査
票
に
お
い
て

も
、
職
業
曝
露
に
つ
い
て
く

わ
し
い
が
、
震
災
や
解
体
工

事
な
ど
の
環
境
曝
露
に
関
す

る
項
目
は
な
い
。
1
9
9
5

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以

前
の
問
題
意
識
が
低
か
っ
た

頃
の
代
物
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
わ
が
国
の
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
は
、
欧
米
よ

り
　
～
　
年
規
制
が
遅
れ
た

10

20

が
、
健
康
被
害
へ
の
対
応
に

お
い
て
も
決
し
て
そ
の
遅
れ

は
縮
ま
っ
て
い
な
い
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
に
対
す

る
検
査
体
制
は
、
低
線
量
C

T
検
査
を
基
本
に
し
て
集
団

検
診
と
は
切
り
離
し
て
行

い
、
経
過
観
察
を
含
む
実
態

調
査
を
早
急
に
開
始
す
べ
き

で
あ
る
。

（
兵
庫
協
会
環
境
・
公
害
対

策
部
員
　
上
田
進
久
）

ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
の

実
態
調
査
を
早
急
に

198

診
療
報
酬
は
「
非
課

税
」

　
消
費
税
の
課
税
対
象
は
、

国
内
で
事
業
と
し
て
対
価
を

得
て
行
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
含
む
取
引
だ
。
保
険
医

療
機
関
で
の
療
養
の
給
付
と

そ
の
対
価
で
あ
る
診
療
報
酬

等
の
支
払
い
も
、
本
来
は
消

費
税
の
課
税
取
引
と
さ
れ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
社
会
保
障
で
あ

る
医
療
へ
の
課
税
は
適
切
で

は
な
い
と
い
う
「
社
会
政
策

的
配
慮
」
か
ら
、「
社
会
保
険

税
を
支
払
っ

て
い
る
。
し

か
し
、
医
療

は
非
課
税

で
、
医
療
機

関
に
価
格
決

定
権
も
な
い

た
め
支
払
っ

た
消
費
税
は

ど
こ
に
も
転

嫁
で
き
ず
、

そ
の
ま
ま
医

療
機
関
の
持

ち
出
し
と
な

る
。
こ
う
し

て
「
控
除
対

象
外
消
費
税

（
損
税
）」が

発
生
す
る（
図
）。
こ
れ
は
消

費
税
の
趣
旨
や
し
く
み
に
照

ら
し
て
不
条
理
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。　

地
域
医
療
を
守
る
た

め
に

　
医
療
を
非
課
税
と
す
る
こ

と
は
、
生
存
権
を
保
障
す
る

憲
法
の
下
で
当
然
の
要
請

だ
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に

医
療
機
関
に
不
条
理
な
税
負

担
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
は
問

題
が
あ
る
。

　
ま
た
、
長
年
の
医
療
費
抑

制
政
策
に
よ
り
医
療
機
関
経

営
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
お
り
、
地
域
医
療
を
守
る

た
め
に
も
「
損
税
」
の
抜
本

的
解
決
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。

　
安
倍
政
権
は
2
0
1
9
年
　
月
に
消
費
税
率
を
　
％

10

10

に
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
る
。
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

は
、
患
者
・
国
民
の
生
活
や
日
本
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
と
と
も
に
、「
損
税
」
問
題
を
抱
え
る
医
療
機
関

に
と
っ
て
焦
眉
の
課
題
だ
。
保
団
連
は
医
療
へ
の
「
ゼ
ロ

税
率
（
免
税
）」
適
用
を
求
め
て
運
動
し
て
き
た
。
あ
ら

た
め
て
医
療
と
消
費
税
の
問
題
を
考
え
る
（
随
時
掲
載
）。

医医
療
機
関
に
不
条
理

療
機
関
に
不
条
理
なな「「
損
税
損
税
」」

医
療
の
給
付
等
」
は
非
課
税

と
さ
れ
た
。

消
費
税
を
転
嫁
で
き

な
い
医
療
機
関

　
財
務
省
は
「
事
業
者
に
課

さ
れ
る
消
費
税
総
額
は
、
コ

ス
ト
と
し
て
販
売
価
格
に
織

り
込
ま
れ
て
転
嫁
さ
れ
、
最

終
的
に
は
消
費
者
が
負
担
す

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
」（
財
務
省
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
税
に
関
す
る
　
の
質
問
」）

18

と
説
明
し
て
い
る
。

　
事
業
者
は
仕
入
れ
の
際
に

消
費
税
を
支
払
い
、
販
売
の

際
に
受
け
取
っ
た
消
費
税
か

ら
控
除
し
て
納
税
す
る
。
医

療
機
関
で
も
薬
剤
や
医
療
機

器
等
の
仕
入
れ
等
で
は
消
費
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障害者の権利を守る医療の実践を

　保団連研究部担当副会長　斉藤みち子愛知県保険医協会

はじめに（司会者の言葉）

名古屋大学障害者（児）医療学寄
付講座教授・夏目淳氏
　出生児医療、新生児医療が進み、
昔なら助からなかった子どもたち
が助かるようになり、その子たち
がいかに生きていくかが問題とな
る時である。

愛知県重症心身障害者の実態調査

豊田市こども発達センターセン
ター長・三浦清邦氏
1）重症心身障害児者とは、18歳
未満の発症で重度の知的障害と運
動障害の重複である。基礎疾患（出
生前、周生期、出生後）や現在の
年齢は問わない。医学的診断名で
はなく、社会福祉上の概念である。
　障害者とは、18歳未満の発症で
現在18歳以上の者、障害児とは現
在18歳未満の児を指す。
　2007年から2014年の期間に、
愛知県では人口1万人当たり3.4
人から4.0人へと増加している。
同じ期間に日本全体では総数で4
万3000人から4万8000人に増加
している。
2）重症心身障害児者をめぐる医
療的・社会的背景（現状と課題）
は以下のとおり。
①寿命の延びと発生数は減少しな
　いことから重症心身障害児者が
　漸増している。
②障害の重度・重複化。初めから重
　度・重複障害、途中で重症化す　
る者が増加している。　
③在宅生活重症児者が増加してい

　る。
3）愛知県重症心身障害児（者）
の実態調査のまとめは以下のとお
り。
①在宅の重症心身障害児者は増加
　していた。高齢化の傾向も認め
　られた。
②施設入所希望者、グループホー
　ム入居希望者はともに増加傾向
　にあった。
③在宅重症心身障害児者は、低年
　齢ほど医療的重症度が高い。特
　に7歳未満で顕著である。
④本人年齢50歳代で介護者の世
　代交代が生じる。介護者の小人
　数家族化の問題や健康の問題が
　あり、短期入所や日中支援など
　の社会的サービスの拡充が求め
　られる。
⑤医療依存度の高い在宅重症心身
　障害児者の増加に見合った施策
　（在宅医療の充実、短期入院病床
　増床など）の推進が必要である。

障害者入所施設の現状

愛知県三河青い鳥医療療育セン
ター小児科・羽田野為夫氏
1）施設の基本理念は、障害のあ
る児と重症心身障害のある成人を
対象とした愛知県東部における医
療・療育センターとして、利用児・
者の人権を尊重し、最良の医療を
提供するとともに、多様化する福
祉ニーズに応えていく、というも
の。
2）入所対象者は以下の要件の全
てを満たす者。
①身体障害者手帳及び療育手帳を

　所持していること。
②身体障害者手帳は、肢体不自由
　のうち、下肢、体躯または脳源性
　運動機能障害が1級もしくは2
　級であること。
③療育手帳がA判定であること。
④療養介護の支給決定がある方、
　または見込みのある方。
3）短期入所・日中一次支援
①利用対象は、次とおり。センター
　は児童福祉法に規定する医療型
　障害児入所施設と障害者総合支
　援法に規定する療養介護事業か
　らなっており、施設の有効活用
　のため、短期入所・日中一次支援
　の利用対象児者は肢体不自由児
　と重症心身障害児者。
②短期入所では、自宅での介助と
　の違い、医師やスタッフ間の情
　報伝達の困難、施設による差、
　利用者の持参物の多様さ、流行
　性疾患の感染防止などが課題と
　なる。
4）まとめにかえて：街のクリニッ
クに行ったとき「重症心身障害児
者は診られない」ということでは
なく、そういう人たちも診ていく
のが当たり前だという世の中にし
てほしい。

障害者の在宅医療の現場から

訪問診療所下島所長・下島卓弥氏
1）在宅医療とは、医療従事者が
心身に障害のある患者さんの「住
まい」（従来は「自宅」と言ってい
たが今は「住まい」という）に訪
問して行う「支える医療」である。
「治す医療」の役割は少ない。日
常と暮らしを守るのが在宅医療の
本質である。
2）対象は以下のとおり。
①先天性あるいは小児期からの障
　害児者：神経難病、悪性疾患等
　医療的ケア児の増加、ケアギ
　バーは主に母親（98％）、他きょ

　うだいの複雑な心理、社会サー
　ビスに「申請主義」の厚い壁等
　の課題がある。また、成人に達
　した心身障害者は18歳になる
　と小児科では原則診てもらえ
　ず、内科でも断られやすい。「ト
　ランジション」　（以前は「キャ
　リアオーバー」と呼ばれた）の
　問題がある。
②中途障害者：不慮の事故、疾病
　等で「障害者」に。病状は安定
　していることが多いが、医療処
　置を要することが多い。
③認知症高齢者：できるだけ入院
　は避けたい。譫妄など精神症状
　への対応能力は必須となる。

愛知学院歯学部小児・障害者歯科
における障害児（者）の取り組み

愛知学院歯学部小児歯科学講座助
教・藤井美樹氏
　障害児者の歯科診療を一般化す
るために、治療を拒否する障害児
者への対応は、身体抑制、全身麻
酔以外の方法の工夫が必要にな
る。シェーピング法、脱感作法、
オペラント条件付け法、モデリン
グ法等の行動療法の応用。徐々に
適応性を高めること、理解を深め
る工夫（タイマー、iPad、イヤー
マフ等の使用、写真を見せる等）
が大切だ。
　近医で治療が受けられない時
は、治療の必要のない時から良い
経験を積み重ね、歯科環境や専門
的口腔清掃に慣れさせることで解
決できる。歯科疾患の予防（治療
から予防へ）の効果もある。

まとめ（筆者のひとこと）

　「障害児者とは」の定義から始ま
り、障害児者医療の一端を学んだ。
一線の医師・歯科医師誰もに障害
児者の治療が求められている今、
さらなる取り組みが必要である。

　愛知協会女性医師歯科医師委員会は「障害者の権利を守る医療の
実践を」と題してワークショップを開催した。名古屋大学障害者（児）
医療学寄付講座教授・夏目淳氏の司会のもと、各分野で障害者（児）
医療に携わる4人の演者の報告を受け、医師・歯科医師として障害
者（児）と向き合い方を考えた。
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開催場所開催日協会名
札幌3/18北海道
旭川3/18
帯広3/18
北見3/18
函館3/18
釧路3/18
青森3/26青 森
弘前3/27
十和田3/28
八戸3/29
五所川原3/30
むつ3/31
二戸3/20岩 手
釜石3/22
宮古3/23
盛岡3/24
北上3/26
一関3/27
久慈3/29
大船渡3/30
盛岡3/31
仙台3/22宮 城
石巻3/23
気仙沼3/24
古川3/26
船岡3/27
横手3/17秋 田
北秋田3/18
秋田3/21
三川3/20山 形
山形3/23
福島3/22福 島
郡山3/22
白河3/23
会津若松3/26
いわき3/26
相馬3/27

開催場所開催日協会名
下妻3/23茨 城
土浦3/24
水戸3/25
宇都宮3/21栃 木
小山3/22
大田原3/26
足利3/27
日光3/28
前橋3/22群 馬
太田3/25
熊谷3/26埼 玉
川越3/27
さいたま3/29
春日部3/30
千葉3/21千 葉
八千代3/22
館山3/23
佐倉3/24
旭3/25
市原3/26
市川3/27
松戸3/28
船橋3/29
木更津3/31
中野3/27東京歯
文京3/2９
中野（在）4/23
中野4/2６
鎌倉3/25神奈川
横浜3/26
川崎3/27
海老名3/28
アピオ甲府3/22山 梨
新潟3/24新 潟
長岡3/25
富山3/22富 山
金沢3/21石 川

開催場所開催日協会名
阿南3/22徳 島
徳島3/22
美馬3/23
徳島（介）3/30
西讃3/25香 川
高松3/25
松山3/20愛 媛
西条3/22
大洲3/23
須崎3/24高 知
安芸3/26
高知3/27
南国3/28
四万十3/29
福岡3/23福 岡
北九州3/26
筑後3/27
筑豊3/28
京築3/29
佐賀3/23佐 賀
唐津3/24
島原3/24長 崎
諫早3/26
佐世保3/29
長崎3/30
熊本（診）3/23熊 本
熊本（病）3/29
玉名3/31
別府3/22大 分
中津3/24
大分3/25
日田3/29
宮崎3/27宮 崎
延岡3/29
鹿屋3/20鹿児島
鹿児島3/22
伊佐3/23
奄美3/24
薩摩川内3/26
霧島3/29
指宿3/30
那覇3/24沖 縄

開催場所開催日協会名
札幌3/25北海道
青森3/24青 森
八戸3/27
弘前3/28
十和田3/28
五所川原3/30
むつ3/31
宮古3/23岩 手
盛岡3/24
北上3/26
一関3/27
久慈3/29
大船渡3/30
仙台3/20宮 城
石巻3/23
気仙沼3/24
古川3/26
大河原3/27
横手3/17秋 田
北秋田3/18
秋田3/21
山形3/26山 形
新庄3/27
米沢3/28
三川3/30
福島3/22福 島
郡山3/22
白河3/23
会津若松3/26
いわき3/26
相馬3/27
つくば3/28茨 城
筑西3/29
水戸3/30
宇都宮（外）（入）3/22栃 木
大田原（外）（入）3/23
足利（外）（入）3/24
真岡（外）（入）3/26
小山（外）（入）3/27
日光（外）（入）3/28
宇都宮（介）3/29
前橋3/22群 馬
太田3/25
熊谷3/23埼 玉
春日部3/26
さいたま（病・有）（診）3/27
川越3/29
さいたま（介）3/30
松戸（入・外）3/22千 葉
館山（外）3/23

開催場所開催日協会名
茂原（外）3/25千 葉
旭（外）3/25
千葉（介・入・外）3/27
船橋（外）3/28
千葉（介・在）3/31
木更津（外）3/31
文京シビック大ホール3/20東 京
日本教育会館3/21
たましんRISURUホール3/22
すみだﾘﾊ゙ ｻーｲﾄ゙ホール3/23
北とぴあつづじホール3/26
全電通ホール（病・有）（在・介）3/27
横浜（介）3/24神奈川
町田（外）3/28
横浜（入）（外）3/29
鎌倉（外）3/29
アピオ甲府3/22山 梨
上越3/24新 潟
新潟3/25
長岡3/25
新潟3/29
高岡3/24富 山
富山3/25
金沢3/25石 川
七尾3/25
福井3/25福 井
長野（入）（外）3/20長 野
松本（外）3/21
上田（入）（外）3/22
飯田（入）（外）3/23
松本（入）（外）3/26
土岐3/20岐 阜
岐阜3/22
大垣3/24
岐阜（病）3/25
高山3/28
沼津3/22静 岡
静岡3/23
浜松3/27
名古屋3/22愛 知
豊橋3/24
一宮3/29
四日市（外）（在）3/25三 重
伊勢（外）（在）3/25
津（外）（在）3/25
尾鷲（外）（在）3/29
大津3/25滋 賀
米原4/1
京都3/21京 都
舞鶴3/23

開催場所開催日協会名
中之島中央公会堂（病）3/20大 阪
エル大阪（診）3/21
大阪国際交流センター（診）3/22
門真3/23
泉大津3/23
茨木3/24
河内長野3/24
組合M＆Dホール（有）3/26
組合M＆Dホール（精神科）3/27
組合M＆Dホール（介）3/28
神戸（外）（入）3/22兵 庫
西宮（外）3/22
伊丹（外）3/22
加古川（外）3/22
小野（外）3/22
尼崎（外）3/23
神戸（外）3/24
姫路（外）（入）3/24
三田（外）3/24
淡路（外）3/24
豊岡（外）（入）（介）3/25
明石（外）3/27
神戸（介）3/29
姫路（介）3/31
神戸（在）4/7
橿原（診）3/25奈 良
奈良（診）3/29
那智勝浦3/22和歌山
田辺3/24
和歌山3/29
橋本3/29
鳥取3/21鳥 取
米子3/22
倉吉（病）3/29
松江（外）3/22島 根
出雲（外）3/23
浜田（外）3/25
大田（外）3/25
出雲（入）3/28
岡山3/21岡 山
呉3/21広 島
福山3/25
三次3/28
広島3/31
萩3/22山 口
岩国3/24
周南3/26
山口3/27
下関3/28
宇部3/29
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（病）は病院、（有）は有床診療所、
（診）は診療所向け。
（入）は入院、（外）は外来、（在）は
在宅、（介）は介護が中心。

（在）は在宅、（介）は介護中心。

開催場所開催日協会名
福井3/24福 井
佐久3/20長 野
飯田3/20
松本3/21
上田3/22
長野3/23
高山3/25岐 阜
岐阜4/1
多治見4/5
静岡3/22静 岡
沼津3/23
浜松3/26
豊橋3/31愛 知
名古屋4/1
津3/25三 重
大津3/25滋 賀
京都3/21京都歯
大阪国際交流センター3/21大阪歯
北部・東部3/24
北大阪3/24
南部3/25
北河内3/25
堺・高石・和泉3/31
西部4/1
南河内4/7
東大阪・八尾・柏原4/8
三島4/14
泉州4/21
神戸3/18兵 庫
姫路3/21
尼崎3/21
明石3/22
伊丹3/22
加古川3/24
豊岡3/25
三田3/29
神戸（介･在）4/1
神戸4/8
奈良3/22奈 良
和歌山3/25和歌山

開催場所開催日協会名
米子3/19鳥 取
鳥取3/21
出雲3/23島 根
松江3/24
岡山3/18岡 山
岡山3/23
岡山3/30
福山3/22広 島
広島3/23
萩3/22山 口
岩国3/24
山口3/26
周南3/27
下関3/29
徳島3/25徳 島
高松3/21香 川
松山3/18愛 媛
高知3/22高 知
安芸3/26
四万十3/29
筑後3/22福岡歯
北九州3/24
福岡3/25
佐賀3/18佐 賀
島原3/22長 崎
長崎3/23
諫早3/26
佐世保3/29
熊本3/26熊 本
玉名3/31
大分3/21大 分
延岡3/28宮 崎
宮崎3/30
鹿児島3/24鹿児島
那覇3/25沖 縄
宮古島4/1
石垣4/1
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